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有限会社 さくら総合サービス 



 

１．事業者概要 

（１）事業者名：有限会社 さくら総合サービス 

（２）代表者：代表取締役 松原 英二 

（３）設立：平成５年９月２７日 

（４）資本金：９００万円 

（５）所在地： 

利松事務所：〒731-5106 広島県広島市佐伯区利松二丁目 8番 20号 

駐車場：〒731-5102 広島県広島市佐伯区五日市大字石内字厚木 970 番地 1 

本社／〒738-0202 広島県廿日市市峠90番地 46は、登記簿上の本社であり、 

業務実態がないことから対象範囲に含めない。       

（６）事業内容：電線クズ・非鉄買取、産業廃棄物収集運搬、 

    特別管理産業廃棄物収集運搬 

（７）事業の規模 

①産業廃棄物の収集運搬量及び売上高 

項     目 単 位 2020年度 2021年度 2022年度 

収集運搬量（有価物含む） トン 1,097 758 557 

売上高 百万円 280 180 190 

（注）事業年度：11月～10月 

②従業員数：7人 

③床面積：利松事務所：５３．１㎡ 

（８）環境管理責任者氏名及び連絡先： 

環境管理責任者 松原 英二 

連絡先 松原範子／TEL:082-927-8220,FAX:082-927-8232 

（９）組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）対象範囲：全組織・全活動 

代表者 
代表取締役 

（松原 英二） 

環境管理責任者 

（松原 英二） 

総務・経理部 

(松原 範子) 

特殊事業部 

(松原 英二) 

業務部 

(松原 英二) 

１ 

（ ） 

責任及び権限 

○代表者 

・経営の課題とチャンスの明確化 

・環境経営方針の策定 

 ・実施体制の構築 

 ・全体の評価と見直し 

○環境管理責任者（代表者が兼務） 

 ・EA21 システムの構築・運用 

 ・上記状況の代表者への報告 

○各部門長 

 ・各部門に関連する活動計画の 

実行等 EA21 システムの運用 

○従業員 

 ・自主的・積極的に EA21 活動に

取り組む 

営業部 

(松原 英二) 

 



 

２．環境経営方針 

 

 

環境経営方針 

 

【基本方針】 

当社は、地域及び地球規模での環境保全の重要性を認識し、産業廃棄物収集運搬

事業をとおして循環型社会の形成に貢献するとともに、事業活動に伴う環境影響を

できるだけ少なくするために、環境経営システムを構築・運用し、全社一丸となっ

て積極的に環境保全活動に取り組みます。 

 

【行動指針】 

１．環境関連法規制や当社が約束したことを守ります。 

２．環境経営目標を定めその達成に向けて活動するとともに、定期的に見直し、 

継続的改善に努めます。 

３．具体的な取組として、次のことを推進します。 

（１）電力・自動車燃料使用量削減による二酸化炭素排出量の削減 

（２）地域の衛生保持と環境保全 

（３）収集運搬時の交通安全 

 

2008年 9月 30日制定 

2020年 11月 5日改定 

有限会社 さくら総合サービス 

                代表取締役 松原 英二 
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３．環境経営目標とその実績 

（１）環境経営目標 

   環境への負荷の自己チェック結果等を踏まえて「環境経営目標」を以下の 

とおり定めました。特に、二酸化炭素排出量の削減は、廃棄物の収集運搬に 

伴う「軽油使用量の削減」を中心に、最重要課題として取り組むこととして 

います。 

項      目 2022年度 2023年度 2024年度 

電力使用量の削減 

【基準(2021 年度)2,914kWh】 

△0.5% 

2,899kWh 

△1％ 

2884 kWh  

△1.5% 

2,870 kWh  

軽油使用量の削減 

【基準（2019年度）6.98 km / ℓ】 

現状維持 

6.98 km / ℓ 

現状維持 

6.98 km / ℓ  

現状維持 

6.98 km / ℓ  

地域の衛生保持と環境保全 

 

衛生・環境に 

関する苦情０ 

衛生・環境に 

関する苦情０ 

衛生・環境に 

関する苦情０ 

収集運搬時の交通安全 交通事故０ 交通事故０ 交通事故０ 

一般廃棄物の削減 一般廃棄物 

の削減 

一般廃棄物 

の削減 

一般廃棄物 

の削減 

水使用量の削減 水使用量 

の削減 

水使用量 

の削減 

水使用量 

の削減 

（注 1）化学物質は使用していません。 

（注 2）一般廃棄物は排出量が少なく、ほとんどリサイクルしていることから数値目標 

は設定していません。 

（注 3）水使用量は少なく、節水も定着していることから数値目標は設定していません。 

 

 

（２）2022年度の環境経営目標達成状況（2022年 11月～2023年 10月）     

項     目 単 位 目 標 値 実  績 評価 

電力使用量の削減 kWh 2,899 2,906 × 

軽油使用量の削減 km / ℓ 6.98 7.74 〇 

地域の衛生保持と環境保全 

 
件 

衛生・環境に

関する苦情０ 

衛生・環境に 

関する苦情０ 
○ 

収集運搬時の交通安全 件 交通事故０ 交通事故０ 〇 

一般廃棄物の削減 ― 
一般廃棄物 

の削減 

一般廃棄物 

の削減 
○ 

水使用量の削減 ― 
水使用量 

の削減 

水使用量 

の削減 
○ 

（注）軽油使用量計算根拠 7.74km/ℓ=133,948km÷17,303ℓ 

３ 



 

 

最重要課題である「軽油使用量の削減」の過去 3年間の取組結果は、下表の 

とおりとなっています。 

年間軽油使用量（ℓ）は主として廃棄物収集運搬量に対応して減少傾向と 

なっています。また、燃費（Km／ℓ）は上昇傾向となっており、エコドライブ 

の実施など活動の成果が表れているものと考えています。 

 

 2020年度 2021年度 2022 年度 

軽油使用量（ℓ） 23,886 17,753 17,303 

燃費（Km／ℓ） 7.11 7.33 7.74 

 

 

 

４ 



 

（３）二酸化炭素排出量の実績 

  過去３年間の二酸化炭素排出量は下表のとおりとなっています。 

 年間排出量は廃棄物収集運搬量に対応して減少傾向となっていますが、前述 

のとおり燃費は上昇傾向となっており、活動の成果も寄与しているものと考え 

ています。 

なお、原単位（廃棄物取扱量あたりの排出量）は増加傾向となっていますが 

近年長距離運搬事例が増えたことによるものと考えられます。 

 今後の状況によっては、管理指標の見直しについても検討していきたいと考 

えています。 

 

 2020年度 2021年度 2022 年度 

年間排出量 

[kg-CO2] 

電力 ２，０８６ １，５８８ １，５８４ 

化石燃料 ６１，９０４ ４５，８０３ ４４，６４２ 

合計Ａ ６３，９９０ ４７，３９１ ４６，２２６ 

廃棄物取扱量Ｂ [t] １，０９７ ７５８ ５５７ 

原単位Ａ／Ｂ[kg-CO2/t] ５８．３ ６２．５ ８３．０ 

（注）電力の二酸化炭素排出係数は、中国電力の令和３（2021）年度の調整後排出

係数 0.545 kg-CO2/kWhを使用しました。 

 

 

５ 



 

４．主要な環境経営計画の内容と取り組み結果の評価 

（１）電力使用量の削減 

「CO2 排出量削減手順書」に基づき、空調設備の適正運転や無駄な照明の消灯

などに取り組みました。しかしながら、今年は 1 年を通して寒暖差が激しかった

為目標達成とはなりませんでした。 

 

（２）軽油使用量の削減 

「CO2 排出量削減手順書」に基づき、アイドリングストップなどのエコドライ

ブを心がけました。また、各産業廃棄物収集運搬車両の「輸送能力と燃費」を考

慮し効率的な配車と運行ルートの選定を行った結果、燃費（km／ℓ）で設定した

目標を達成することができました。 

 

（３）地域の衛生保持と環境保全 

  廃棄物収集運搬時の騒音抑制や収集運搬後の周辺確認・清掃を徹底しました。

これにより、衛生・環境に関する苦情はなく、目標を達成できました。 

  

      

 

（４）収集運搬時の交通安全 

  安全運転と車両整備を徹底しました。これにより、交通事故はなく、目標を 

達成できました。 

 

６ 



 

（５）その他の環境活動 

①一般廃棄物の削減 

   排出量が少ない（2015年 10月～12月の排出量：月平均４．８ｋｇ） 

こと、及びほとんどをリサイクルしていることから、数値目標は設定せず、一

般廃棄物の発生抑制と分別の徹底に取り組みました。 

 

②水使用量の削減 

   使用量が少ない（2021年度３１㎥）こと、および節水活動が定着している 

ことから、数値目標は設定せず、節水活動も徹底に取り組みました。 

 

５．環境関連法規制等の遵守状況 

適用される主な環境関連法規制は廃棄物処理法です。遵守状況の定期評価の結

果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。また、関係当局より違反等の指摘

や訴訟もありませんでした。 

 

６．代表者による全体の評価と見直し・指示 

環境経営目標の電力使用量の削減は達成できませんでしたが、目標達成のため

の活動は定着してきました。次年度は 2022 年度の実績を踏まえ、環境経営目

標を以下のとおり変更することとしました。 

◇電力使用量削減目標の基準値を 2022年度実績値とする。 

◇軽油使用量の削減（燃費向上）の基準値を過去３年間実績の平均値に変更す

る。

７ 

 

 



 

７．次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

環境経営目標 

項   目 

2023年度 

環境経営目標 環境経営計画 

電力使用量の削減 
2022年度実績／2,906kWhの 

0.5％減→2,891kWh 

◇空調の適正運転 

◇きめ細かな電源管理 

軽油使用量の削減 
過去 3年間実績の 

平均値/7.39km/ℓ 

◇エコドライブの実施 

◇効率的な配車と運行 

ルートの選定 

地域の衛生保持 

と環境保全 
衛生・環境に関する苦情０ 

◇収集運搬時の騒音防止 

◇収集運搬後の周辺確認 

収集運搬時の交通安全 交通事故０ 
◇安全運転の徹底 

◇車両整備の徹底 

一般廃棄物の削減 一般廃棄物の削減 

◇用紙使用量の削減 

（両面コピー、裏面利用） 

◇分別の徹底 

水使用量の削減 水使用量の削減 
◇業務全般にわたる節水 

運動 

（注 1）化学物質は使用していません。 
（注 2）一般廃棄物は排出量が少なく、ほとんどリサイクルしていることから数値

目標は設定していません。 

（注 3）水は使用量が少なく、節水も定着していることから数値目標は設定してい

ません。 

８ 



 

８．産業廃棄物処理業に関する情報 

（１）許可の内容 

①産業廃棄物 収集・運搬（「積替え・保管」は含まない。） 

 

 

 

 

許 可 番 号 

 

 

 

 

許可年月日 

 

 

 

 

有効期限 

廃 棄 物 の 種 類 
紙

く

ず 

木

く

ず 

繊

維

く

ず 

ゴ

ム

く

ず 

金

属

く

ず 

ガ

ラ

ス

く

ず 

等 

鉱

さ

い 

が

れ

き

類 

燃

え

殻 

汚

泥 

廃

油 

廃

酸 

廃

ア

ル

カ

リ 

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

類 

広島県 
第 03409012127 号 

R3.06.03 R8.06.02 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

島根県 
第 3200012127 号 

R3.08.03 R8.08.02 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

山口県 
第 03500012127 号 

R3.08.09 R8.08.08 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

岡山県 
第 03300012127 号 

R4.07.14 R9.06.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○ 

鳥取県 
第 03104012127 号 

R4.06.27 R9.06.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○ 

愛媛県 
第 3807012127 号 

R 元.5.22 R6.03.03 ○ ○ ○  ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○ 

 

②特別管理産業廃棄物 収集・運搬（「積替え・保管」は含まない。） 

 

 

 

 

許  可  番  号 

 

 

 

 

許可年月日 

 

 

 

 

有効期限 

廃棄物の種類 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

感
染
性
廃
棄
物 

廃
石
綿
等 

広島県 第 03459012127 号 R5.07.06 R10.07.05 ○ ○ ○  ○ 

山口県 第 03550012127 号 R5.08.29 R10.08.28 ○ ○ ○  ○ 

岡山県 第 03350012127 号 R4.07.14 R9.06.19 ○ ○ ○   

鳥取県 第 03154012127 号 R4.06.27 R9.06.26 ○ ○ ○   

島根県 第 03250012127 号 R4.07.07 R9.07.06 ○ ○ ○  ○ 

 

 

（２）施設等の状況 

  車両：４トン ヒアブ付きダンプカー：1台 

２トン フックロール：4台 

合計 5 台 

９ 



 

（３）処理実績（2022年度 収集運搬量） 

                     2022 年度（ 2022 年 11 月 ～ 2023 年 10 月） 

廃棄物等種類 処分方法等 
処理量

（kg） 

産 業 廃 棄 物 

 

（※は、特別管理 

産業廃棄物） 

廃プラスチック類  116,240 

金属くず  271,280 

ダンボール  19,430 

紙くず  5,600 

木くず  25,760 

廃石膏ボード  4,040 

コンクリートがら  45,690 

アスファルトがら  23,550 

がれき類  14,430 

石綿含有（がれき類）  3,000 

水銀使用製品（管球類）  7,343 

乾電池  77 

※鉛蓄電池  620 

ガラス・陶磁器くず  3,806 

廃油  2,220 

汚泥  90 

   

   

   

小計  543,176 

有 価 物 

金属くず  12,800 

紙くず  1,060 

小計  13,860 

収集運搬量合計 557,036 

 

 

１０ 


